
■コアドライ®認証材住宅の見学会が開催されました

2月19日（木），江別市にて，「コアドライ認証材

を用いた住宅の見学会」が行われました。当日は17

名の方が見学されましたが，熱心な方が多く，「コ

アドライの使用材積は？」「コアドライを自社物件

で使いたい」など多くの質問が出され，一人あたり

平均で一時間ほど滞在されていました。今後ますま

すコアドライ認証材を使った住宅が増えることを期

待します。

■野生生物と交通研究発表会で発表しました

2月20日（金），札幌コンベンションセンターで行

われた「第14回 野生生物と交通 研究発表会」に

て，当場から今井研究主任が「沿道景観を損なわな

い北海道型木製ガードレール」というタイトルで展

示発表しました。木製ガードレールは野生生物の道

路への飛び出し防止の一助となるため，今後の当該

研究の進展が望まれます。

■カラマツCLT使用施設の建築現場を視察しました

2月25日（水），北見市留辺蘂町のオホーツクウッ

ドピアにて，カラマツのCLT（クロス・ラミネイティ

ド・ティンバー）を構造材として用いたモデル施設

工事の現場を視察しました。当場ではカラマツCLTの

強度試験を担当しました。欧州では一般的な技術と

して普及しているCLTですが，今後のカラマツ利用の

拡大に向けて道内でのCLTの普及が期待されます。

■旭川木材青壮年協議会と懇談しました

2月6日（金）に林産試験場にて旭川木材青壮年協

議会との懇談会を行いました。今年は道総研林業試

験場と林産試験場からそれぞれ「森林バイオマスの

『今』を読み解く～北海道での現状と課題～」

と，「北海道の人工林広葉樹 －ヤチダモ，ウダイ

カンバ，シラカンバ－」という2テーマについて話題

提供を行い，その後，意見交換を行いました。バイ

オマス収集に関する山側の課題や，広葉樹の育生等

について活発な議論が交わされました。

（http://www.fpri.hro.or.jp/yomimono/news/bn.htm）
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